
(57)【要約】

【課題】箱本体内に収容される緩衝体を一体に備えた紙

製梱包箱において、少なくとも下側の緩衝体を、一々折

り込む作業を要することなく箱本体の組み立てに伴いほ

ぼ自動的に立ち上がるようにして、組み立てが容易で且

つその強度保持も確実になし得る新規な折畳み式紙製梱

包箱を提供する。

【解決手段】下側緩衝体１９が偏平な折畳み状態と、略

角筒形状を呈する組み立て状態とに変形自在であって、

第一側板１と第二側板２が重なるよう箱本体ｂを折畳ん

だ時、各第一側板１の下縁側に下側緩衝体１９が偏平な

折畳み状態で連なる。箱本体ｂを四角筒状に組み立てた

時、下側緩衝体１９は該箱本体ｂの内部下方に収容され

る組み立て状態に立ち上がる。
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【実用新案登録請求の範囲】

【請求項１】　紙製板材からなる一枚のシート状基材か

らなり、少なくとも、対向状に立ち上がる一対の第一側

板及び一対の第二側板で四角筒状に形成される箱本体

と、該箱本体の内部下方に収容される下側緩衝体を備え

た折畳み式紙製梱包箱であって、

前記下側緩衝体は、上記各第一側板の下縁に折曲げ自在

に連設した下面板と、各下面板先端縁に折曲げ自在に連

設した間隔保持板と、各間隔保持板先端縁に折曲げ自在

に連設した載置板と、各載置板先端縁に折曲げ自在に連

設した起立板と、各起立板の先端縁に折曲げ自在に連設

した上縁板と、各上縁板先端縁に折曲げ自在に連設され

第一側板内面に貼着した貼着板を有しており、且つ前記

第一側板の下縁側に下面板が連続すると共に該下面板の

裏側に間隔保持板、載置板、起立板、上縁板が折り返さ

れた偏平状態に折畳み自在とする一方、前記下面板が第

一側板の内側へ略直角に折れ曲がると共に間隔保持板と

起立板が第一側板と対向し、載置板と上縁板が下面板に

対向する組み立て状態に立ち上げ自在に形成された折畳

み式紙製梱包箱。

【請求項２】　上記第二側板の上縁に連設され箱本体の

上面開口を塞ぐ天板と、同第二側板の下縁に連設され箱

本体の下面開口を塞ぐ底板と、上記箱本体の内部上方に

収容される上側緩衝体を備え、

該上側緩衝体は、上記各第一側板の上縁に折曲線を介し

て連設した上面板と、各上面板先端縁に折曲線を介して

連設した間隔保持板と、各間隔保持板先端縁に折曲線を

介して連設した押え板と、各押え板先端縁に折曲線を介

して連設した当接板を有しており、且つ前記上面板が第

一側板の内側へ略直角に折れ曲がると共に間隔保持板が

第一側板と対向し、押え板が上面板と対向し、当接板が

第一側板内面に当接する組み立て状態に折り返し可能に

形成され、

第一側板と第二側板が重なるよう箱本体を折畳んだ際、

各第一側板の上縁側に上側緩衝体が、下縁側に下側緩衝

体が夫々偏平状態に連なる一方、箱本体を四角筒状に組

み立てた際に、下側緩衝体は該箱本体の内部下方に収容

される組み立て状態に立ち上がり、上側緩衝体は上記折

り返しによって組み立てるよう形成した請求項１記載の

折畳み式紙製梱包箱。

【請求項３】　上記各下側緩衝体における各載置板と各

起立板とで、被梱包物嵌合用の凹部を形成する請求項１

又は２記載の折畳み式紙製梱包箱。

【請求項４】　上記各下側緩衝体における間隔保持板、

載置板、起立板の要所を切り欠いて所要の平面形状を有

する切欠き部を形成し、該切欠き部によって被梱包物嵌

合用の凹部を形成してなる請求項１又は２記載の折畳み

式紙製梱包箱。

【請求項５】　上記各第二側板の下縁に折曲線を介して

連設した左右の底板で箱本体の下面開口を塞ぐようにす

ると共に、前記各底板の先端縁には、上記各下側緩衝体

の下面板に設けた差込溝に挿入する左右の差込片と、組

み立て状態にある各下側緩衝体間の隙間に挿入されて両

間隔保持板で挟持される中央差込片とを、夫々折曲げ自

在に連設した請求項１又は２又は３又は４記載の折畳み

式紙製梱包箱。

【図面の簡単な説明】

【図１】本考案の折畳み式紙製梱包箱に用いるシート状

基材の一例を示す平面図。

【図２】本考案の折畳み式紙製梱包箱の実施の形態の一

例を示す折畳み状態の平面図。

【図３】本考案に係る折畳み式紙製梱包箱の実施の形態

の一例の組み立て工程を示す底面側から見た斜視図。

【図４】図３の（Ｘ）－（Ｘ）線に沿う断面図。

【図５】本考案に係る折畳み式紙製梱包箱の実施の形態

の一例の組み立て工程を示す底面側から見た斜視図。

【図６】本考案に係る折畳み式紙製梱包箱の実施の形態

の一例の組み立て工程を示す上面側から見た斜視図。

【図７】本考案に係る折畳み式紙製梱包箱の実施の形態

の一例の組み立て工程を示す上面側から見た斜視図。

【図８】本考案に係る折畳み式紙製梱包箱の実施の形態

の一例の組み立て工程を示す上面側から見た斜視図。

【図９】本考案に係る折畳み式紙製梱包箱の実施の形態

の他例を示す上面側から見た斜視図。

【図１０】従来の折畳み式紙製梱包箱の組み立て工程を

示す底面側から見た斜視図。

【図１１】従来の折畳み式紙製梱包箱の組み立て工程を

示す底面側から見た斜視図。

【符号の説明】

Ａ：梱包箱

ｂ：箱本体

１：第一側板

２：第二側板

３：上側緩衝板

４：下側緩衝板

５：内天板

６：外天板

７：底板

１１：上側緩衝体

１９：下側緩衝体

２０：凹部

３０：左右の差込片

３１：中央差込片
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【図１】

【図２】 【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】
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【図７】

【図８】 【図１１】
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【図９】

【図１０】
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【考案の詳細な説明】

　　【０００１】

　【考案の属する技術分野】

　本考案は折畳み式紙製梱包箱に関し、詳しくは、段ボールや板紙、厚紙等の紙

製板材からなる一枚のシート状基材からなり、少なくとも、対向状に立ち上がる

二組の側板で四角筒状に形成される箱本体と、該箱本体の内部下方に収容される

下側緩衝体を備えた折畳み式紙製梱包箱に関する。

　　【０００２】

　【従来の技術】

　従来、この種折畳み式紙製梱包箱として、例えば図１０，１１に示すように、

各々対向状に立ち上がる二組の側板101,101 、102,102 で四角筒状に形成される

箱本体103 と、該箱本体103 の内部上方、下方に収容される緩衝体を備えたもの

が知られている。

　それら緩衝体は、何れかの側板の上縁、下縁に連設した緩衝板104,105 を、該

緩衝板の長さ方向に適宜間隔をおいて複数形成した折曲線106 を介して内側に折

り曲げるをもって略四角筒形状に形成され、箱本体103 の内部上方、下方に収容

されて被梱包物を上下から挟み、その保護を図るようになっている。

　すなわち、箱本体103 を四角筒状に組み立てた後、まず下側緩衝板104 を各折

曲線106 で内側に折り曲げて下側緩衝体107 を組み立てると共に箱本体103 下方

に収容し、次いで被梱包物を下側緩衝体107 上に載るよう箱本体103 内に収容し

、しかる後上側緩衝板105 を各折曲線106 で内側に折り曲げて上側緩衝体（不図

示）を組み立てると共に該緩衝体を箱本体103 上方に収容するをもって、被梱包

物を上記の如く保護するものである。

　またこの種紙製梱包箱は、第一の側板101 と第二の側板102 が重なると共に、

上下の緩衝板104,105 がその側板の上縁側、下縁側に連なる偏平状に形成された

シート状基材を、梱包現場にて上記の如く組み立てて用いるようになっている。

　　【０００３】

　【考案が解決しようとする課題】

　しかし乍ら上記従来の紙製梱包箱によれば、上下の緩衝板104,105 を手作業で
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折り曲げて緩衝体を立体形状に立ち上げるので、組み立てに手間がかかるという

問題があった。

　またこの種紙製梱包箱にあっては、例えば緩衝板104 の適所に係止片108 と係

止孔109 を設け、緩衝体107 の組み立てに際し係止孔109 に係止片108 を差し込

み、梱包状態において緩衝体107 が潰れることがないよう配慮しているが、前記

差し込み作業が梱包箱組み立ての手間を増大させる場合もあった。

　　【０００４】

　本考案は上述した従来事情に鑑みてなされたもので、その目的とする処は、被

梱包物を保護するために、箱本体内に収容される緩衝体を一体に備えた紙製梱包

箱において、少なくとも下側の緩衝体を、一々折り込む作業を要することなく、

箱本体の組み立てに伴いほぼ自動的に立ち上がるようにして、組み立てが容易で

、且つその強度保持も確実になし得る新規な折畳み式紙製梱包箱を提供すること

にある。

　　【０００５】

　【課題を解決するための手段】

　上述の目的を達成するために本考案は、紙製板材からなる一枚のシート状基材

からなり、少なくとも、対向状に立ち上がる一対の第一側板及び一対の第二側板

で四角筒状に形成される箱本体と、該箱本体の内部下方に収容される下側緩衝体

を備えた折畳み式紙製梱包箱であって、

　前記下側緩衝体は、上記各第一側板の下縁に折曲げ自在に連設した下面板と、

各下面板先端縁に折曲げ自在に連設した間隔保持板と、各間隔保持板先端縁に折

曲げ自在に連設した載置板と、各載置板先端縁に折曲げ自在に連設した起立板と

、各起立板の先端縁に折曲げ自在に連設した上縁板と、各上縁板先端縁に折曲げ

自在に連設され第一側板内面に貼着した貼着板を有しており、且つ前記第一側板

の下縁側に下面板が連続すると共に該下面板の裏側に間隔保持板、載置板、起立

板、上縁板が折り返された偏平状態に折畳み自在とする一方、前記下面板が第一

側板の内側へ略直角に折れ曲がると共に間隔保持板と起立板が第一側板と対向し

、載置板と上縁板が下面板に対向する組み立て状態に立ち上げ自在に形成したこ

とを要旨とする。



(9) 実登３０４６８１４

　ここで、梱包箱は少なくとも箱本体と下側緩衝体を備えるが、それ以外の構成

部材としては、箱本体の上面開口，下面開口を塞ぐ天板，底板や、箱本体の内部

上方に収容される上側緩衝体等が挙げられる。これら天板，底板，上側緩衝体等

は、被梱包物の種類，形状，重量や梱包目的等に応じて、この種技術分野におい

て通常採用される構造に形成することが出来、また必要としない場合（形成しな

い場合）もある。

　　【０００６】

　以上の構成によれば、下側緩衝体が、偏平な折畳み状態と、略角筒形状を呈す

る組み立て状態とに変形自在であって、第一側板と第二側板が重なるよう箱本体

を折畳んだ際には、各第一側板の下縁側に下側緩衝体が偏平な折畳み状態で連な

る一方、箱本体を四角筒状に組み立てた際には、下側緩衝体は該箱本体の内部下

方に収容される組み立て状態に立ち上がるようになる。

　　【０００７】

　また本考案の折畳み式紙製梱包箱のより具体的な構造の一例として、請求項２

記載のように、上記第二側板の上縁に連設され箱本体の上面開口を塞ぐ天板と、

同第二側板の下縁に連設され箱本体の下面開口を塞ぐ底板と、上記箱本体の内部

上方に収容される上側緩衝体を備え、該上側緩衝体は、上記各第一側板の上縁に

折曲線を介して連設した上面板と、各上面板先端縁に折曲線を介して連設した間

隔保持板と、各間隔保持板先端縁に折曲線を介して連設した押え板と、各押え板

先端縁に折曲線を介して連設した当接板を有しており、且つ前記上面板が第一側

板の内側へ略直角に折れ曲がると共に間隔保持板が第一側板と対向し、押え板が

上面板と対向し、当接板が第一側板内面に当接する組み立て状態に折り返し可能

に形成され、第一側板と第二側板が重なるよう箱本体を折畳んだ際、各第一側板

の上縁側に上側緩衝体が、下縁側に下側緩衝体が夫々偏平状態に連なる一方、箱

本体を四角筒状に組み立てた際に、下側緩衝体は該箱本体の内部下方に収容され

る組み立て状態に立ち上がり、上側緩衝体は上記折り返しによって組み立てるよ

う形成することが挙げられる。

　　【０００８】

　上記各下側緩衝体における各載置板と各起立板とで、被梱包物嵌合用の凹部が
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形成され、該凹部に被梱包物の底部が嵌合し、被梱包物の上部は上側緩衝体で押

えられるようになる。

　　【０００９】

　上記凹部は通常、平面視四角形状を呈し、嵌合する被梱包物の底部の形状はこ

れに合致する直方体又は立方体であるが、該形状が多角形の立体形状、円筒状、

異形状等である場合は、上記各下側緩衝体における、間隔保持板、載置板、起立

板の必要箇所を切り欠いて所要の平面形状を有する切欠き部、すなわち、前記多

角形の立体形状、円筒状、異形状等を呈する被梱包物の底部が合致可能な切欠き

部を形成し、該切欠き部によって被梱包物嵌合用の凹部を形成することも可能で

ある。このような構成の採用により、各種形状の被梱包物への対応が可能になる

。

　　【００１０】

　尚、請求項１において上側緩衝体を有する場合、該上側緩衝体の構成は請求項

２記載のものに限定されず、例えば、請求項１記載の下側緩衝体と同様に上側緩

衝体を構成することも可能である。

　この場合、上側緩衝体は、上記各第一側板の上縁に折曲げ自在に連設した上面

板と、各上面板先端縁に折曲げ自在に連設した間隔保持板と、各間隔保持板先端

縁に折曲げ自在に連設した押え板と、各押え板先端縁に折曲げ自在に連設され第

一側板内面に貼着した貼着板を有し、且つ前記第一側板の上縁側に上面板が連続

すると共に該上面板の裏側に間隔保持板、押え板が折り返された偏平状態に折畳

み自在とする一方、前記上面板が第一側板の内側へ略直角に折れ曲がると共に間

隔保持板が第一側板と対向し、押え板が上面板に対向する組み立て状態に立ち上

げ自在に形成する。

　　【００１１】

　【考案の実施の形態】

　以下、本考案の実施の形態の一例を図１～図８を参照して説明する。

　図１は本例の梱包箱Ａを構成するシート状基材ａの展開図、図２は該シート状

基材ａの要所を折り曲げ且つ要所を貼着して形成した梱包箱Ａの折畳み状態図、

図３～図８は該梱包箱Ａの組み立て工程を示す。
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　　【００１２】

　シート状基材ａは、この種技術分野において周知な紙製板材、例えば積層段ボ

ールからなる板紙を所要形状に型抜きし、且つ所定複数箇所に、内側への折目線

と外側への折目線を設けて形成される。

　すなわち本例で用いるシート状基材ａは、対向状に立ち上がるようになる一対

の第一側板１，１と、該第一側板１，１の左右両側縁に連設されて対向状に立ち

上がるようになる一対の第二側板２，２と、それら側板１，２の上縁側、下縁側

に連設される上側緩衝板３，３、下側緩衝板４，４、内天板５、外天板６、左右

の底板７，７を備えている。

　　【００１３】

　第一側板１，１及び第二側板２，２は夫々対向状に立ち上がって、収容する被

梱包物より一回り大きな収容空間を有する四角筒状の箱本体ｂを形成するもので

あるが、シート状基材ａにあっては、一方の第一側板１の左右両側縁に第二側板

２，２を連設すると共に、一方の第二側板２の側縁に他方の第一側板１を連設し

、該第一側板１の側縁に貼着片８を連設してなる。

　そうして、前記貼着片８を他方の第二側板２の側縁に貼着し、且つ各側板１，

２の側縁を折り曲げ自在な折目線９として、第一側板１と第二側板２とがほぼ重

なる偏平な折畳み状態から、第一側板１，１同士、第二側板２，２同士が対向状

に立ち上がる四角筒形の組み立て状態へ変形自在な箱本体ｂを形成する。

　　【００１４】

　各第一側板１の上縁側に連設される上側緩衝板３は、第一側板上縁に折目線１

０ａを介して折曲げ自在に連設した上面板３ａと、該上面板３ａ先端縁に折目線

１０ｂを介して折曲げ自在に連設した間隔保持板３ｂと、該間隔保持板３ｂ先端

縁に折目線１０ｃを介して折曲げ自在に連設した押え板３ｃと、該押え板３ｃ先

端縁に折目線１０ｄを介して折曲げ自在に連設した当接板３ｄを有している。

　そうして上側緩衝板３は、第一側板１に対してほぼ直線状に連なる偏平状態か

ら、各折目線１０ａ～１０ｄに沿って前記各板３ａ～３ｄを内側に折り曲げ、且

つ先端の当接板３ｄが第一側板１内面に添接して略四角筒形状の上側緩衝体１１

を構成する組み立て状態へ変形自在に形成する。
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　　【００１５】

　各第一側板１の下縁側に連設される下側緩衝板４は、第一側板１の下縁に折目

線１２ａを介して折曲げ自在に連設した下面板１３と、該下面板１３先端縁に折

目線１２ｂを介して折曲げ自在に連設した間隔保持板１４と、該間隔保持板１４

先端縁に折目線１２ｃを介して折曲げ自在に連設した載置板１５と、該載置板１

５先端縁に折目線１２ｄを介して折曲げ自在に連設した起立板１６と、該起立板

１６の先端縁に折目線１２ｅを介して折曲げ自在に連設した上縁板１７と、該上

縁板１７先端縁に折目線１２ｆを介して折曲げ自在に連設され、接着剤１８＇等

を用いて第一側板１内面に貼着する貼着板１８を有している。

　そうして下側緩衝板４は、第一側板１の下縁側に下面板１３が連続し、下面板

１３の裏側に間隔保持板１４、載置板１５、起立板１６、上縁板１７が折り返さ

れ、貼着板１８を第一側板１内面に貼着した偏平状態に折畳み自在であると共に

、下面板１３が第一側板１の内側へ略直角に折れ曲がると共に、間隔保持板１４

と起立板１６が第一側板１と対向し、載置板１５と上縁板１７が下面板１３に対

向する組み立て状態に立ち上げ自在な下側緩衝体１９を構成する。

　　【００１６】

　図中に二点鎖線で示す折目線１２ｄは谷折り線として、箱本体ｂを四角筒状に

組み立てると共に夫々の下側緩衝体１９を左右に対向するよう組み立てた際、各

下側緩衝体１９における各載置板１５と各起立板１６とで、被梱包物嵌合用の凹

部２０が形成され、該凹部２０に被梱包物の底部が嵌合するようにする。

　凹部２０は図６中に示すように平面視四角形状を呈し、言うまでもなく、該凹

部２０に嵌合する被梱包物の底部の形状はこれに合致する直方体又は立方体であ

る。

　尚、図中に一点鎖線で示す折目線は山折り線とする。

　　【００１７】

　また本例では、載置板１５と起立板１６は下側緩衝板４の幅方向全長に設けず

、載置板１５の側方には間隔保持板１４に連続する立ち上げ面２１ａを、起立板

１６側方には上縁板１７に連続する上縁面２１ｂを形成し、且つ両面２１ａ，２

１ｂの境界部分には、折目線１２ｄの延長線上に位置する山折りの折目線２１ｃ
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を形成し、下側緩衝体１９を組み立てた際、凹部２０の側方に立ち上げ面２１ａ

が立ち上がり、且つ該立ち上げ面２１ａ上縁から折目線２１ｃを介して上縁面２

１ｂがほぼ水平に折れ曲って、凹部２０内に嵌合した被梱包物の横方向のずれを

規制する規制部２１を形成するようにする。

　該規制部２１は、本例では凹部２０の左右両側の一方に設けるようにしたが、

左右両側の双方に設けるようにしても良い。

　上記被梱包物の上部は、四角筒状に折り曲げた上側緩衝体１１で押えられるよ

うになる。

　　【００１８】

　上記一方の第二側板２の上縁には折目線２２ａを介して内天板５が連設され、

同第二側板２の下縁には折目線２２ｂを介して底板７が連設される。他方の第二

側板２の上縁には折目線２３ａを介して外天板６が連設され、同第二側板２の下

縁には折目線２３ｂを介して底板７が連設される。

　内天板５，外天板６は、四角筒状に組み立てた箱本体ｂの上面開口を開閉可能

に各第二側板２の上縁に連設され、詳しくは、前記箱本体ｂの上面開口を内天板

５で覆い、その上から外天板６を覆い被せて二重蓋構造とし得るように形成する

。

　　【００１９】

　また外天板６の先端縁には折目線２３ｃを介して係止片２４を連設し、その折

目線２３ｃには差し込み用の切欠き２５を設けると共に、一方の第二側板２の上

縁には、前記係止片２４が抜差し自在に差し込まれる切欠き２６を設け、且つ同

第二側板２の上縁近傍には、前記切欠き２５に抜差し自在に差し込まれる係止片

２７を連設し、各係止片２４，２７を切欠き２５，２６に差し込むをもって、箱

本体ｂの組み立て状態が維持されるようにする。

　係止片２７は、前記第二側板２の上縁近傍箇所に、折目線２８ａと左右の切り

込みを設けて分割面部２７ａを形成すると共に、該分割面部２７ａの先端には折

目線２８ｂを介して差込面部２７ｂを連設してなり、詳しくは該差込面部２７ｂ

を切欠き２５に差し込むをもって、箱本体ｂの組み立て状態が維持されるように

する。
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　　【００２０】

　各第二側板２の下縁に折目線２２ｂ，２３ｂを介して連設される左右の底板７

は、両底板７，７を折目線２２ｂ，２３ｂで内側に折り曲げることで箱本体ｂの

下面開口を開閉自在に塞ぐように形成する。

　また各底板７の先端縁には、上記各下側緩衝体１９の下面板１３に設けた差込

溝２９に挿入する左右の差込片３０，３０と、組み立て状態にある各下側緩衝体

１９，１９間の隙間に挿入されて両間隔保持板１４、１４で挟持される中央差込

片３１とを、夫々折目線３２を介して折曲げ自在に連設する。

　　【００２１】

　上記のように要所を折り曲げ且つ要所を貼着して箱本体ｂと下側緩衝体１９を

形成した梱包箱Ａは、図２に示す如く偏平な折畳み状態をなし、これを以下の順

序で組み立てて、被梱包物を収容するようになる。

　すなわち図２において、箱本体ｂは第一側板１と第二側板２とがほぼ重なる偏

平な折畳み状態にあり、且つ、各第一側板１上縁側には折り曲げ前の上側緩衝板

３が第一側板１に対してほぼ直線状に連なり、同下縁側には第一側板１に対し下

面板１３がほぼ直線状に連なると共に、該下面板１３裏側に間隔保持板１４、載

置板１５、起立板１６、上縁板１７が折り返される偏平な折畳み状態の下側緩衝

体１９が連続し、さらに第二側板２の上縁側には内天板５，外天板６が、下縁側

には底板７が、夫々第二側板２に対してほぼ直線状に連なっている。

　　【００２２】

　尚、上記の如く型抜きすると共に折目線の形成がなされたシート状基材ａから

、貼着片８を第二側板２の側縁に貼着し、各貼着板１８を各第一側板１の内面に

貼着して偏平な折畳み状態にある梱包箱Ａを形成するには、前記シート状基材ａ

を次工程に送って行うことも可能であるが、上述した板紙からなる四角形状のシ

ート材に対し、型抜き、折目線形成、前記三箇所の貼着、すなわちシート状基材

ａの成形と組み立て前の梱包箱Ａの作製を、一つの装置により一工程内で行うよ

うにすることも出来る。

　　【００２３】

　以下、上記のように構成した本例の梱包箱Ａの組み立てについて、図３～図８
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を参照して説明する。

　梱包箱Ａの組み立ては、まず箱本体ｂを四角筒状に組み立てて各第一側板１，

１、第二側板２，２を夫々対向状に立ち上がらせる。この時、各下側緩衝体１９

は、上述した偏平な折畳み状態から、下面板１３が第一側板１の内側へ折れ曲が

ると共に、間隔保持板１４、載置板１５、起立板１６、上縁板１７が各折目線１

２ｂ～１２ｆに沿って折れ曲がるように付勢され、この状態から、下面板１３を

内側へ押して第一側板１に対し略直角に折り曲げれば、間隔保持板１４と起立板

１６が第一側板１と対向し、載置板１５と上縁板１７が下面板１３に対向する組

み立て状態に立ち上がる。この時、下側緩衝体１９は箱本体ｂの内部下方に収容

されると共に、両下側緩衝体１９の上面側には上述した凹部２０と規制部２１が

形成される（図３、図４参照）。

　　【００２４】

　両下側緩衝体１９，１９を立ち上げた後、左右の底板７，７を折目線２２ｂ，

２３ｂに沿って内側に折り曲げて、箱本体ｂの下面開口を塞ぐと共に、各底板７

の左右の差込片３０，３０を、各下側緩衝体１９の下面板１３の差込溝２９に挿

入し、且つ各底板７の中央差込片３１を、両下側緩衝体１９，１９間の隙間に挿

入して対向する両間隔保持板１４，１４で挟持させる。

　この時、下側緩衝体１９の上縁側である貼着板１８は第一側板１内面に貼着さ

れており、また差込溝２９内では各底板７の右又は左差込片３０が対向状に立ち

上がり、両間隔保持板１４，１４間では中央差込片３１が対向状に立ち上がって

、各下面板１３が第一側板１に対して略直角に折れ曲り、各間隔保持板１４が下

面板１３に対して略直角に折れ曲る状態が維持され、下側緩衝体１９の組み立て

状態が確実に維持されるようになる（図５，図６参照）。

　　【００２５】

　次いで、上記凹部２０に底部を嵌合させて被梱包物（不図示）を箱本体ｂ内に

収容した後、各上側緩衝板３の上面板３ａ，間隔保持板３ｂ，押え板３ｃ，当接

板３ｄを各折目線１０ａ～１０ｄに沿って内側に折り曲げ、且つ当接板３ｄは第

一側板１内面に沿って添接させることで、四角筒状の各上側緩衝体１１を組み立

てる。さらに内天板５、外天板６を順次内側に折り曲げて、箱本体ｂの上面開口
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を塞ぐと共に、係止片２７を切欠き２５に差し込み、係止片２４を切欠き２６に

差し込んで、両天板５，６で各上面板３ａを押えて各上側緩衝体１１の組み立て

状態を維持するようにする（図７，図８参照）。

　　【００２６】

　このようにして組み立てられる梱包箱Ａは、箱本体ｂの組み立てに伴い各下側

緩衝体１９，１９がほぼ自動的に立ち上がるようになるので、折目線１２ａ～１

２ｆに沿って各板１３～１８を折り曲げたり係止片を係止孔に差し込む等の手間

を要する従来技術に比べ、組み立てにかかる手間が大幅に簡略化される。

　また各下側緩衝体１９，１９は、先端部分である貼着板１８を第一側板１内面

に予め貼着されており、先端部分を側板内面に添接せしめるようにした従来技術

に比べ、下側緩衝体の組み立て状態の維持がより確実になり、緩衝機能の維持と

その信頼性の大幅な向上が期待できる。

　　【００２７】

　上記した実施形態では、少なくとも底部が略直方体又は略立方体である被梱包

物への対応を示したが、本考案の梱包箱はこれに限定されず、各下側緩衝体１９

における間隔保持板１４、載置板１５、起立板１６の必要箇所を切り欠いて所要

の平面形状を有する切欠き部を形成し、該切欠き部によって被梱包物嵌合用の凹

部を形成することで、各種形状の被梱包物に対し容易に対応することができる。

　例えば底部が円柱形状である被梱包物を収容する場合は、図９に示す実施形態

の一例のように、載置板１５から間隔保持板１４にわたって、平面視略半円形状

の切欠き部３３を設け、両下側緩衝体１９に設けた各切欠き部３３，３３によっ

て、円柱体が嵌合する凹部３４を形成することで、前記被梱包物への対応が可能

になる。

　またこの時、図示例の如く上述した差込片３０，３１を備えていれば、これら

差込片３０，３１が、切欠き部３３の下縁３３ａと共に被梱包物の受け部として

機能し、緩衝機能の低減を防止し得る。

　因みに図９に示す実施形態は、載置板１５から間隔保持板１４にわたり切欠き

部３３を設けて円柱体が嵌合する凹部３４を形成すること以外は、図１～図８に

示す実施形態と同様の構成であり、図中に主たる同一符号を付して重複する説明
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を省略する。

　　【００２８】

　前述した以外の実施形態として、本考案の要旨である請求項１記載の精神を逸

脱しない範囲で各種の変更が可能であり、例えば前述の如く、上側緩衝体を下側

緩衝体と同様な構成としたり、或いは天板、底板を夫々一枚ものとして箱本体の

上面開口、下面開口を各々塞ぐようにする等の、この種技術分野において通常採

用される範囲内での変更は任意である。

　　【００２９】

　【考案の効果】

　本考案の折畳み式紙製梱包箱は以上説明したように、箱本体の内部下方に収容

される下側緩衝体を、箱本体の組み立てに伴いほぼ自動的に立ち上がって組み立

て可能なよう形成したので、折目線に沿って複数箇所を折り曲げたり係止片を係

止孔に差し込む等して下側緩衝体を組み立てるようにした従来の梱包箱に比べ、

組み立てにかかる手間が大幅に簡略化され、梱包作業の省力化、少人化の促進に

大きく貢献することが期待できる。

　また、下側緩衝体はその先端部分である貼着板を側板内面に貼着して形成され

ており、同先端部分を側板内面に添接させて下側緩衝体を形成する従来の梱包箱

に比べ、下側緩衝体の組み立て状態の維持がより確実になり、緩衝機能の維持と

その信頼性の向上が期待できる。

　　【００３０】

　また本考案は、下側緩衝体における各載置板と各起立板とで被梱包物嵌合用の

凹部を形成する構成とし、該凹部は、底部が略直方体又は略立方体である被梱包

物に容易に対応可能である。

　また本考案は、間隔保持板、載置板、起立板の必要箇所を切り欠いて所要の平

面形状を有する切欠き部、例えば多角形の立体形状、円筒状、異形状等を呈する

被梱包物の底部が合致可能な切欠き部を形成し、該切欠き部によって被梱包物嵌

合用の凹部を形成することで、前記多角形の立体形状、円筒状、異形状等の各種

形状の被梱包物への対応が可能である。

　　【００３１】



(18) 実登３０４６８１４

　さらに本考案は、左右の底板で箱本体下面を塞ぐと共に、各底板の先端縁には

、各下面板の差込溝に挿入する左右の差込片と、組み立て状態にある各下側緩衝

体間の隙間に挿入されて両間隔保持板で挟持される中央差込片を設けた構成とす

ることで、梱包箱の組み立て状態において、差込溝内では各底板の右又は左差込

片が対向状に立ち上がり、両間隔保持板間では中央差込片が対向状に立ち上がっ

て、下側緩衝体の組み立て状態（立ち上げ状態）がさらに確実に維持され、緩衝

機能の維持とその信頼性の大幅な向上が期待できる等、多くの効果を奏する。


